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図１．研究室メンバー

図２．疾患予防研究の概念図

図３．実験風景
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図４．主催シンポジウムポスター（於、お茶の水ソラシティ―、2024年3月21日）
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先端医学研究所運営会議

１．構成委員
福原茂朋（所長・病態解析学部門責任者・分子生物学部門責任者代行・ゲノム医学部門責任者代行）
岩井佳子（細胞生物学部門責任者）
本田一文（生体機能制御学部門責任者）
山本林（遺伝子制御学部門責任者）
村上善則（分子生物学部門・特命教授）

２．事務局
金子勲（事務室長）
細谷宏美（エキスパート・スタッフ）
榎田有紗（アシスタント・スタッフ）
多湖まなみ（派遣・令和６年12月まで）
佐藤亜美（派遣・令和７年１月から令和７年３月まで）
遠藤若菜（派遣・令和７年３月から）

３．開催状況
令和６年４月24日（水）午前９時から午前９時50分
令和６年５月22日（水）午前９時から午前９時42分
令和６年６月26日（水）午前９時から午前９時40分
令和６年７月24日（水）午前９時から午前９時30分
令和６年９月25日（水）午前９時から午前９時33分
令和６年10月23日（水）午前９時から午前９時10分
令和６年11月26日（水）午前９時から午前９時22分
令和６年12月25日（水）午前９時から午前９時44分
令和７年１月22日（火）午前９時から午前９時57分
令和７年２月26日（木）午前９時から午前９時37分
令和７年３月26日（水）午前10時１分から午前10時７分

４．活動状況等
（１）報告事項

１）研究活動のための人的交流状況
①　ポスド・ドクター６名（分子細胞構造学分野４名、細胞生物学分野１名、生体機能制御学分

野１名
②　大学院生21名（分子細胞構造学分野10名、細胞生物学分２名、遺伝子制御学分野８名、生体

機能制御学分野１名）
③　医学部学生18名（分子細胞構造学分野３名、細胞生物学分野７名、遺伝子制御学分野６名、

生体機能制御学分野２名）
 ④  学術振興会特別研究員（分子細胞構造学分野１名）

２）先端医学研究所セミナー開催について
下記日程で日本医科大学先端医学研究所公開セミナーを実施した。
日時：令和６年９月20日（金）15：00～16：00
場所：基礎医学大学院棟地下２階 演習室３
　　　講演者：スディール・スリヴァスタバ先生（Chief, Cancer Biomarkers Research Group, 　　　　
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　　　Division of Cancer Prevention, National Cancer Institute）
演題：The Evolution of Cancer Biomarkers For Early Detection:
　　　Promises, Challenges and Hopes for the Future
担当者：生体機能制御学部門 本田一文 大学院教授

３）令和５年度日本医科大学先端医学研究所「紀要」（第９巻）の発行について
令和５年度日本医科大学先端医学研究所「紀要」を電子書籍（ホームページに掲載）として作成
し発行した。

４）研究成果の公表について
日本医科大学先端医学研究所ホームページにおいて、研究成果等に関するプレスリリースを行っ
た。

（２）審議事項
１）令和６年度教育研究費、教育研究用機器備品費の予算配分を決定した。
２）令和７年度先端医学研究所事業計画を作成した。
３）報告事項（１）-２）の通り、公開セミナーを開催した。
４）令和５年度の日本医科大学先端医学研究所「紀要」に係る取り扱い部門は、細胞生物学部門とな

ることが了承された。

（３）人事：下記の人事が承認された。
１）新任

①　令和６年４月１日付　村上善則 特命教授（分子生物学部門）
②　令和６年４月１日付　笠井優　プロジェクト助教（分子生物学部門）
③　令和６年４月１日付　増田智子　プロジェクト補助員（分子生物学部門）
④　令和６年４月１日付　市原博美　プロジェクト補助員（分子生物学部門）
⑤　令和６年５月１日付　大塚綾香　アシスタントサポート ・スタッフ（細胞生物学部門）

２）昇任
なし

３）退職
①　令和６年10月30日付　橋口昌章　准教授（細胞生物学部門）
②　令和７年３月31日付　大村光代　社会連携講座准教授
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（革新的疾患バイオマーカー創出研究講座）

４）異動
①　令和６年４月１日付　阿部芳憲　講師（共同研究施設）
②　令和６年４月１日付　斎藤美枝　主任（学事部大学院課）

（４）自己評価
　2024年度の先端医学研究所は、研究体制の強化、競争的資金の増加、教員の顕著な業績などによ
り、研究所全体として大きく発展した一年であった。ポスドクや大学院生、学内外研究者の受け入
れが進み、各研究部門での人的交流がさらに活発化した。また、本年度より分子生物学部門に村上
善則特命教授が着任し、研究力の向上と部門再編の推進に大きく貢献した。
　研究資金獲得については、数年前から増加傾向が続いており、今年度はAMED、科研費、JSTな
どの主要な外部資金を中心に総額３億円を超える競争的資金を獲得した。これは研究所における研
究推進力の向上を示す重要な成果であり、先端的研究を支える強固な基盤となっている。
　また、本田一文大学院教授が「第7回 日本医療研究開発大賞 健康・医療戦略担当大臣賞」を受
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賞したことは、本研究所の研究が国レベルで高く評価されたことを示すものであり、本年度の特筆
すべき成果である。さらには、海外研究者スディール・スリヴァスタバ先生を招いた公開セミナー
の開催や、研究成果に関するプレスリリース、紀要（第９巻）の電子発行を通じ、学術交流および
社会への情報発信を積極的に進めた。
　研究所運営としては、教育研究費および備品費の配分、令和７年度事業計画の策定などを適切に
行い、新任教職員・スタッフの着任によって研究支援体制の充実が進んだ。一方、退職・異動もあ
り、今後も安定した運営体制の整備が課題である。
　教育面では、各研究部門が医学部生の研究配属や大学院生の研究指導に継続して携わり、若手研
究者の育成に貢献した。研究所としても、学内教育へ引き続き寄与することができた。
　総じて、2024年度は、研究資金の飛躍的増加、顕著な研究業績、国際交流と社会発信の強化な
ど、先端医学研究所が確かな成長を遂げた一年であった。今後は、得られた成果を基盤に、国際共
同研究や若手育成、学内外連携の一層の充実を図り、本学における先端的基礎医学研究の中核とし
てさらなる発展を目指す。

（５）今後の課題
　先端医学研究所の使命は、先端的医学研究を推進し、その成果を社会へ還元するとともに、国際
的に活躍できる医学研究者を育成することである。今年度は、研究資金の増加や特命教授の着任に
より研究基盤が強化されたが、これをさらに発展させるため、以下の課題に取り組む必要がある。
　まず、各研究部門の研究活動を一層活性化し、高い学術的意義を持つ成果の創出と継続的な発信
を強化することが求められる。プレスリリースや紀要、公開セミナーなどを通じて、研究所の認知
度と国際的評価の向上を図ることも重要である。また、学内の臨床・基礎医学分野との連携に加
え、東京理科大学や早稲田大学などの連携大学との共同研究や人材交流をさらに拡大し、分野横断
的な新規プロジェクトの創出を目指す。また、民間企業との産官学連携を積極的に進め、研究成果
の創薬・医療応用への橋渡し、ならびに持続的な外部資金獲得につなげる必要がある。一方で、将
来の日本の科学技術力を支えるためには、応用研究だけでなく、地に足のついた基礎医学研究を精
力的に推進し、独創的で国際的にも通用する知見を発信し続けることが不可欠である。
　若手研究者の育成では、大学院生・ポスドク・医学部生の参画が増えている現状を踏まえ、研究
環境の整備やキャリア形成支援、女性研究者の育成を推進する。JSPS特別研究員制度やポスドク
制度を活用し、優秀な人材の確保と自立した研究者の育成を図る。さらに、研究支援スタッフの安
定的な育成と体制強化も引き続き重要な課題である。
　これらの取り組みを通じて、先端医学研究所が本学の基礎医学研究の中核としてさらに発展し、
国際競争力の高い研究拠点となることが期待される。
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令和６年度（2024年度） 競争的研究資金獲得状況

【病態解析学部門】
（１）2023-2028年度、令和５年度革新的先端研究開発支援事業ユニットタイプ（AMED-CREST）「根本

的な老化メカニズムの理解と破綻に伴う疾患機序解明」研究開発領域
　　　研究課題：「加齢に伴う血管の臓器多様性喪失による個体老化機構」

研究代表者　福原　茂朋
（２）2023-2025年度、創発的研究支援事業（FOREST）フェーズ 1
　　　研究課題：「血管内皮細胞を基軸としたメカニカルシグナルによる肺胞形成メカニズムの解明」

研究代表者　高野　晴子
（３）2023-2024年度、挑戦的研究（萌芽） 
　　　研究課題：「血流に起因する内腔圧に着目した腫瘍血管新生による異常血管の形成機構の解明」

研究代表者　福原　茂朋
（４）2023-2025年度、基盤研究（C）
　　　 研究課題：「肺胞形成機構における血管内皮細胞の本質的役割の解明と再生治療への応用」

研究代表者　高野　晴子
（５）2023-2025年度、基盤研究（C）
　　　 研究課題：「メカニカルストレスによる肺血管透過性制御メカニズムの解明」

研究代表者　松野　仁美
（６）2022-2024年度、基盤研究（C）
　　　研究課題：「内腔圧が血管新生を制御する機構とその生理的意義の解明」

研究代表者　弓削　進弥
（７）2024-2026年度、基盤研究（C） 
　　　研究課題：「生理的・病的血管新生におけるペリサイトの役割とその制御メカニズム」

研究代表者　石井　智裕
（８）2023-2025年度、基盤研究（C） 
　　　研究課題：「ヒト汗腺モデルを利用した汗腺老化メカニズムの解明と有効成分の探査」

研究代表者　早川　智久
（９）2023-2025年度、若手研究
　　　研究課題：「臓器特異的な血管形成における力学的刺激の役割とその制御機構の解明」

研究代表者　羽田　優花
（10）2023-2025年度、特別研究員奨励費
　　　研究課題：「成体の血管恒常性維持におけるペリサイトのde novo発生機構の解明」

研究代表者　上村　立記
（11）令和６年度、日本医科大学大学院医学研究科特別経費（研究科分）法人内共同プロジェクト発掘特

別研究経費
　　　研究課題：「加齢に伴う血管老化が高齢者の呼吸器疾患に対する重症化リスクを高めるメカニズム

の解明」
代表者　福原　茂朋

 
【細胞生物学部門】

（１）日本学術振興会科学研究費補助金 基盤研究（C）
　　　「パイエル板Tfhによる抗体産生制御：対立遺伝子排除の破綻とアレルギーの抑制」

研究代表者　橋口　昌章



－51－

（２）日本学術振興会科学研究費補助金 基盤研究（C）
　　　「T細胞疲弊に関する免疫機能診断法の構築と病態解明」

研究代表者　岩井　佳子
（３）日本学術振興会科学研究費補助金 基盤研究（C）
　　　「CNSループス病態における免疫細胞の遊走制御機構の解明」

研究分担者　岩井　佳子
（４）日本私立学校振興・共済事業団 学術研究振興資金 若手研究者奨励金
　　　「副腎皮質ホルモン剤と抗腫瘍薬剤の併用によるT細胞応答制御機構」

研究代表者　朝妻　知子
（５）令和６年度ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（女性リーダー育成型）補助事業（女性研

究者研究費支援）
　　　「免疫調節薬および免疫抑制剤によるT細胞分化および疲弊の制御機構」

研究代表者　朝妻　知子
（６）AMED「橋渡し研究プログラム」異分野融合型研究開発推進支援事業/シーズA
　　　「リキッドバイオマーカーによるがん免疫療法効果予測技術の開発」

研究分担者　岩井　佳子
（７）株式会社医学生物学研究所 共同研究費
　　　「悪性固形腫瘍患者におけるPD-1 binding soluble PD-L1（bsPD-L1）およびMMPの臨床的意義の

解明および体外診断用医薬品開発を目的としたトランスレーショナルリサーチ研究」
研究分担者　岩井　佳子

【遺伝子制御学部門】
（１）日本学術振興会科学研究費補助金 学術変革領域研究（A）
　　　研究課題： 「クロススケール細胞内分子構造動態解析が解明する選択的オートファジー始動メカニズム」

研究代表者　山本　林
（２）日本学術振興会科学研究費補助金 学術変革領域研究（A）
　　　研究課題： 「総班：：クロススケール新生物学」

研究分担者　山本　林
（３）日本学術振興会科学研究費補助金 基盤研究（B）
　　　研究課題： 「フェリチン液滴オートファジーの分子メカニズムの総合的理解」

研究代表者　山本　林
（４）日本学術振興会科学研究費補助金 基盤研究（C）
　　　研究課題： 「分子標的薬性性肺がんにおける薬剤性性獲得機構の解明と代謝制御を利用した治療法開発」

研究代表者　中嶋　亘
（５）日本学術振興会科学研究費補助金 基盤研究（C）
　　　研究課題： 「急性骨髄性血血病におけるミトコンドリア活性化の臨床的意義と新規標的治療の開発」

研究分担者　中嶋　亘
（６）日本学術振興会科学研究費補助金 基盤研究（C）
　　　研究課題： 「DNMT3A変異陽性AMLに生じるG2/M期の遺伝子発現異常とその標的治療の開発」

研究分担者　中嶋　亘
（７）日本学術振興会科学研究費補助金 基盤研究（C）
　　　研究課題： 「エクソソームの多様性を生み出す分子基盤の解明」

研究代表者　松井　貴英
（８）日本学術振興会科学研究費補助金 若手研究
　　　研究課題： 「ミクロリポファジー制御因子の網羅的探索とその機能解明」

研究代表者　酒井　了平



－52－

（９）武田科学振興財団 医学系研究助成（基礎）
　　　研究課題： 「オートファジー系新規脂質分解システム制御因子の網羅的探索とその機能解明」

研究代表者　酒井　了平
（10）国立研究開発法人日本医療研究開発機構（AMED）創薬総合支援事業（創薬ブースター）スクリー
　　　ニングステージ
　　　研究課題： 「癌細細胞の維持に関わる転写制御因子GLI1の新しい制御機構を標的とした阻害剤の探索」

研究代表者　阿部　芳憲
（11）日本学術振興会科学研究費補助金 基盤研究（C）
　　　研究課題： 「膵癌におけるアルギニンメチル化シグナルネットワークの解明と新規治療標的の導出」

研究代表者　阿部　芳憲
（12）日本学術振興会科学研究費補助金 基盤研究（C）
　　　研究課題： 「空間的な遺伝子解析によるケロイド発生機序の解明と新規治療標的の導出」

研究分担者　阿部　芳憲
（13）東京大学医科学研究所国際共同利用・共同研究拠点事業
　　　研究課題： 「アルギニンメチル基転移酵素 PRMT5 による膵臓癌発症を制御する分子機構の解明」

研究代表者　阿部　芳憲
（14）東京医科歯科大学難治疾患共同研究拠点事業
　　　研究課題： 「がん細細胞発生機構の解析とそれを標的とした治療法開発への展開」

研究代表者　阿部　芳憲

【生体機能御学部門】
（１）AMED次世代がん医療加速化研究事業
　　　研究開発課題名「抗体基盤網羅的スクリーニングによる消化器がん早期診断バイオマーカーの開発」

研究代表者　本田　一文
（２）AMED革新的がん医療実用化研究事業
　　　研究開発課題名「膵外分泌機能を評価する血液バイオマーカーを用いた膵がんリスク疾患・早期膵

がんの診断法の臨床開発」
研究代表者　本田　一文

（３）AMED革新的先端研究開発支援事業
　　　研究開発課題名「Proteoform レベルの酵素機能網羅的解析に基づく疾患診断技術の開発」

研究代表者　小松　徹、研究分担者　本田　一文
（４）日本学術振興会科学研究費助成事業 基盤研究（B）
　　　研究開発課題名「In situ多層オミクスとリアルワールドデータ活用による口腔がん分子標的探索」

研究代表者　本田　一文
（５）日本学術振興会科学研究費助成事業 基盤研究（B）
　　　研究開発課題名「口腔癌遠隔転移に関与する循環腫瘍細胞および循環腫瘍DNAの多施設共同研究」

研究代表者　柳本　惣市、研究分担者　本田　一文
（６）日本学術振興会科学研究費助成事業 挑戦的研究（萌芽）
　　　研究開発課題名「口腔がんリキッドバイオプシーサンプルからの１細胞・１分子酵素活性分析法の開発」

研究代表者　本田　一文
（７）日本学術振興会科学研究費助成事業 基盤研究（C）
　　　研究開発課題名「リン酸化プロテオゲノミクス解析を用いたBRAF変異陽性大腸癌治療抵抗性の解明」

研究代表者　庄司　広和、研究分担者　本田　一文
（８）日本学術振興会科学研究費助成事業 若手研究
　　　研究開発課題名「癌微小環境内の細胞プロファイルを反映する新規バイオマーカーの探索」

研究代表者　内藤　寛
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（９）AMED革新的先端研究開発支援事業 ソロタイプ「健康・医療の向上に向けた早期ライフステージ
における生命現象の解明」研究開発領域

　　　研究開発課題名「環境要因によって誘導される疾患表現型の多様性の解析」
研究代表者　吉田　圭介

【分子生物学部】
（１）2024-2028 年度、未来社会創造事業本格研究
　　　研究課題：「多層的生体情報の統合による疾患予防デジタルツインの構築」

研究代表者　村上　善則
（２）2024-2027 年度、基盤研究（B）
　　　研究課題：「細胞接着分子群の特性解明に基づくがんの新規診断、治療法の確立と意義の解明」

研究代表者　村上　善則
（３）2023-2024 年度、若手研究
　　　研究課題：「表面プラズモン共鳴イメージング法を用いたがん転移促進接着分子の探索」、

研究代表者　笠井　優
（４）2022-2024 年度、基盤研究（B）
　　　研究課題：「HNF4a陽性肺腺癌の組織学的特徴を踏まえた、発癌、転移、代謝のメカニズムの解明」

研究分担者　村上　善則
（５）2022-2027 年度、学術変革領域
　　　研究課題：「コホート・生体試料支援プラットフォーム」

研究分担者　村上　善則
（６）2022-2027 年度、学術変革領域
　　　研究課題：「生命科学連携協議会」

研究分担者　村上　善則
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先端医学研究所・教職員，研究者等氏名
令和７年３月31日現在

Ⅰ．病態解析学部門
部門責任者・大学院教授	 福原　茂朋
教授（ポストアップ）・JST創発研究者	 高野　晴子
助教	 弓削　進弥
助教	 石井　智裕
学術振興会特別研究員PD	 上村　立記
ポストドクター	 羽田　優花
ポストドクター	 松野　仁美
ポストドクター	 早川　智久
博士研究員	 友利　裕二（整形外科学）
テクニカルサポート・スタッフ	 中村　エリ
アシスタントサポート・スタッフ	 荒井　邦仁
秘書兼技術スタッフ	 加藤　久充子
技術スタッフ	 松下　由起子
技術スタッフ	 水野　夏紀
大学院生	 Long Nguyen（形成外科学）
大学院生	 二島　駿一（呼吸器内科学）
大学院生	 西條　優作（形成外科学）
大学院生	 黒川　優太（形成外科学）

Ⅱ．細胞生物学部門
部門責任者・大学院教授	 岩井　佳子
准教授	 橋口　昌章
助教	 朝妻　知子
助教	 大和田　竜司
アシスタントサポート・スタッフ	 黒田　聖子
アシスタントサポート・スタッフ	 大塚　綾香
非常勤講師	 宮部　斉重
非常勤技術員	 安達　彰子
大学院生	 安藤　文彦
大学院生	 髙野　竜太朗

Ⅲ．遺伝子制御学部門
部門責任者・大学院教授	 山本　林
講師	 中嶋　亘
講師	 松井　貴英
助教	 酒井　了平
助教	 阿部　芳憲（共同研究施設）
テクニカル・スタッフ	 浅野　由ミ
テクニカル・スタッフ	 梶田　満子
技術スタッフ	 白川　麻耶
技術スタッフ	 小木　美帆
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大学院生	 Jiadan Sheng（血液内科学）
大学院生	 本間　俊佑（血液内科学）
大学院生	 Zefeng Lai（東京大学）
大学院生	 Zhaoyang Xiang（東京大学）

Ⅳ．生体機能制御学部門
部門責任者・大学院教授	 本田　一文
准教授	 吉田　圭介
講師	 内藤　寛
助教	 三浦　奈美
テクニカルサポート・スタッフ	 加城　歩
アシスタントサポート・スタッフ	 武内　恵子
プロジェクト補助員	 鈴木　奈美
知的財産プロデューサー	 佐藤　浩
非常勤講師	 長島　健悟
非常勤講師	 水野　忠快
非常勤講師	 庄司　広和
非常勤講師	 竹下　文隆

Ⅴ．分子生物学部門
特命教授	 村上　善則
プロジェクト助教	 笠井　優
プロジェクト補助員	 増田　智子
プロジェクト補助員	 市原　博美
研究補助員	 山下　博子
委託研究員	 大塚　雄介
委託研究員	 奥野　拓也
委託研究員	 丸山　弘仁

Ⅵ．ゲノム医学部門
部門責任者代行	 福原　茂朋

Ⅶ．事務室
事務室長	 金子　勲
エキスパート・スタッフ	 細谷　宏美
アシスタント・スタッフ	 榎田　有紗
派遣	 佐藤　亜美
派遣	 遠藤　若菜
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